身体運動文化領域　研究会の開催（お知らせ） 
2008年6月2日　　

身体運動文化領域研究　　

　　代表　三浦敏弘　　

　初夏の候、大阪体育学会の皆様、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
　さて、今年度の第1回身体運動文化領域研究会を下記の要領にて開催致します。この研究会は、日本スポーツとジェンダー学会が主催するシンポジウムですが、大阪体育学会、身体運動文化領域研究会との共催として開催致します。学会員皆様および学会員の紹介による方々の多数のご参加をお願い申し上げます。 

開催日時：2008年7月5日（土）13：00 ～ 16：50
会　　場：大阪府立女性総合センター（ドーンセンター）
大阪府大阪市中央区大手前1丁目3番49号　http://www.dawncenter.or.jp/top/index.jsp

交通：京阪「天満橋」駅、地下鉄谷町線「天満橋」駅下車、徒歩10分
JR東西線「大阪城北詰」駅下車、徒歩15分
参加料：無料（参加のおりには、この案内状を必ずご持参下さった上、大阪体育学会受付にお越し下さい）

内容：

シンポジウム「メディア・スポーツ・ジェンダー　

－個を尊重するスポーツ・メディアの可能性－」

　　コーディネーター　飯田貴子（帝塚山学院大学）

シンポジスト

左近允輝一（帝京大学、元朝日新聞記者）「スポーツジャーナリズムの基本」
結城和香子（読売新聞東京本社運動部）「オリンピック報道の使命と限界」
阿部　潔　（関西学院大学）「スポーツ番組が語るもの／伝えられ方・視られ方
　　　　　　　　　　―ジェンダー／セクシュアリティ／マシーンの交叉点―」
時間配分と進め方：
第１部：シンポジスト発表（13：10～14：50）

　　　　　　コーディネーター　10分

　　　　　　各シンポジスト　　20分

コーディネーターからシンポジストおよびシンポジスト間の質疑・応答　30分　

　　　　　　

休憩・交流（30分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第２部：グループディスカッションとまとめ（15：20 ～ 16：50）
　　　　　　グループディスカッション40分

　　　　　　グループの発表　20分

　　　　　　シンポジストのコメントおよびフロアとの質疑・応答　30分

　　　　　　まとめ


2008年は北京オリンピック開催年にあたるため、スポーツ・メディアをジェンダー視点から再検証しようとの趣旨にて、このシンポジウムを企画した。

オリンピックは、オリンピック・ムーブメントを標榜し、「より速く、より高く、より強く」を競う、トップスポーツの祭典である。オリンピック憲章には、平和への希求、差別の克服、環境への配慮、ドーピングの追放、スポーツ・フォア・オールの推進などの活動理念が述べられている。しかし、現実には、戦争や政治の影響を受け、ナショナリズムの具現やテロ発生の場とされてきた。勿論、これらのほかに、セクシズムやレイシズムも公然と行われてきたし、現代では、コマーシャリズムが席巻している。

今回の北京オリンピックでは、聖火リレーが政争の具とされ、聖火の通過ルートでは多くの妨害行為があった。その聖火リレーも、ベルリンオリンピックにおいて始められ、ナチスのプロパガンダとなったことは周知の事実である。
そして、そのコマーシャリズムに拍車をかけているのがテレビを代表とするマスメディアである。オリンピックに関わる総収入の半分以上が放送権料という現状の中で、放送各社は、スポーツ番組の視聴率を上げるために様々な工夫を凝らしている。このことは、活字メディアにおいても同様であり、記事の中味は、いかに購買者拡大に繋がるかが第一目的になっている感が否めない。だが、例え娯楽的要素が強いスポーツ報道であっても、ジャーナリズムの役割から外れることはできないであろう。つまり、メディアは、民主主義、公共性、社会的責任という理念から逸脱してしまうことはできないということである。

そこで、本シンポジウムでは、まず左近允輝一氏にスポーツジャーナリズムの基本について、ジャーナリズムの役割やスポーツジャーナリストの仕事という側面から話していただく。続いて、結城和香子氏には、オリンピックを取材するスポーツジャーナリストという立場から、オリンピック報道の使命とそれを妨げている現状について話していただく。最後に、阿部潔氏には、これまでに放送されたスポーツ番組を題材にした事例紹介を通して、メディアがある種のイデオロギーをどのように伝達、構築、再生産していくかを、オーディアンスとの関係性の中で論じていただく。

これらシンポジストの話を通して、ジェンダーにセンシティブなメディア、言い換えれば、個を尊重するスポーツ・メディアの可能性について探っていきたい。あわせて、社会の普遍とされてきたセックス・ジェンダー・セクシュアリティの規範と結合を強化してきたスポーツが、一方ではそれらを曖昧にすることができるのではないか、という期待にも論を展開したい。

　なお、本シンポジウムの第２部では、シンポジストの発表に基づき、およそ6つのテーマ別にフロアの参加者を分け、それぞれでグループディスカッションを行なっていただく。その後、グループ発表とシンポジストからのコメント、全体での質疑・応答を経てまとめへ進めていく。フロアの活発な論議をお願いする。
シンポジストプロフィール
阿部潔（あべきよし）関西学院大学社会学部教授　博士（社会学）

東京大学大学院社会学研究博士課程単位取得退学

東京大学社会情報研究所助手、関西大学総合情報学部専任講師、関西学院大学社会学部助教授を経て現職

1998年4月から一年間、British Council Fellowshipを得てロンドン大学ゴールドスミス校に客員研究員として滞在

専攻：　社会学、メディア／コミュニケーション論

著書：　『公共圏とコミュニケーション』ミネルヴァ書房（1998）、『日常のなかのコミュケーション』北樹出版（2000）『彷徨えるナショナリズム』世界思想社（2001）、『メディア文化を読み解く技法』［編著］世界思想社（2004）、『空間管理社会』［編著］新曜社（2006）　

研究関心：現代社会において発揮される社会・文化次元における権力の問題を、メディア文化との関連で探究することが主たる研究テーマ。メディアとスポーツ／身体／ジェンダーの関係についても、そこにどのような表象めぐる闘争＝ポリティックスが潜んでいるかを、これまで一貫して考え続けてきた。

左近允輝一（さこんじゅうてるかず）帝京大学経済学部准教授

早稲田大学政治経済学部経済学科卒、筑波大学大学院体育研究科修士課程修了

朝日新聞社入社、社会部、スポーツ部、総合研究センターなどを経て2005年定年退職。同年から帝京大学勤務、駅伝競走部長

専門分野：スポーツジャーナリズム論、メディアスポーツ論

最近の論文：「メディアスポーツの生産過程メカニズム分析」（2004年、筑波大学大学院修士論文）「スポーツ報道と新聞広告の新しい関係」（2007年、帝京大学経済学研究）「ジュニアスポーツ選手と大学進学－特待生問題を中心として」（体育の科学2007年10月号）

結城和香子（ゆうきわかこ）読売新聞東京本社運動部次長

東京大学文学部英語英米文学専修課程修了
読売新聞社入社、運動部配属、97年シドニー支局長、01年ロンドン支局（欧州総局）員、03年アテネ支局長、2005年帰国、運動部次長

運動部記者として、1994年リレハンメル冬季五輪から2006年トリノ冬季五輪までの夏冬７大会を取材。うち2000年シドニー、2004年アテネ五輪は、特派員として五輪の準備状況を現地から報道した。また、この間約14年間にわたり、国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）とドーピング問題の取材を担当。アテネ支局時代、オリンピックの歴史的転機を掘り下げた長期連載『オリンピック物語』を担当、その後本として出版した（中公新書ラクレ）。
シンポジウム　メディア・スポーツ・ジェンダー


－個を尊重するスポーツ・メディアの可能性－








